
 

 

 

 

＜報道関係各位＞                                               ピジョン株式会社 
2016 年 2 ⽉ 10 ⽇ 

ママのデザイン志向に合わせた「新しさ」と「楽しさ」から選べる４つのデザインに刷新 

ピジョン 「⺟乳実感®」哺乳びんに新しいデザインが登場 
2016 年 3 ⽉ 7 ⽇（⽉） 全国でリニューアル発売 

 
ピジョン株式会社（本社：東京、社⻑：⼭下 茂）は、哺乳びん「⺟乳実感」デザインシリーズを、ママのデザイン志

向に合わせて選べる４つのデザインに刷新し、2016 年 3 ⽉ 7 ⽇（⽉）よりリニューアル発売いたします。 
 
「⺟乳実感」は、⾚ちゃんがママのおっぱいを飲むお⼝の動きを研究して作られた、よ

りスムーズな哺乳をサポートする哺乳びんです。⾚ちゃんの哺乳運動で⼤切な３つの

動き（ 吸 着
きゅうちゃく

・吸 啜
きゅうてつ

・嚥下
えんげ

）が忠実に再現できることを⽬指すことで、⾚ちゃんがママ

のおっぱいを飲むのと同じお⼝の動きができ、スムーズに飲むことができます。おっぱいと
の併⽤がしやすく、多くの産院、病院やお客様からご⽀持をいただき、国内シェア No.1
（約 80% ピジョン調べ）。 

 
新しいデザインは、やさしい温もりが感じられる⼈気のアニマル柄、ポップな星をあしらったユニークなスター柄、カラフルで

かわいいトイボックス柄、そしてディズニーファン必⾒のミッキー柄の 4 種類です。ママたちが好む＜カラフルで可愛らしさのあ
る＞＜やさしくて温もりを感じる＞デザインに仕上げています。 

 
ピジョンは、創業以来、⾚ちゃんとママをサポートするための製品を研究・開発し続けて、今年 60 周年を迎えます。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 ■⼀般の⽅からの問い合わせ先：お客様相談室 TEL:03-5645-1188 http://products.pigeon.co.jp/ 
 

「アニマル柄」 「トイボックス柄」「スター柄」 「ミッキー柄」 
©Disney ※『⺟乳実感』は、ピジョン㈱の登録商標（⽇本国内）です。 

ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 

【哺乳びん国内シェア（⾦額）】



 
 
＜商品概要＞ 
商品名 ⺟乳実感哺乳びん 

プラスチック製 
（アニマル柄） 

⺟乳実感哺乳びん 
プラスチック製 
（スター柄） 

⺟乳実感哺乳びん 
プラスチック製 

（トイボックス柄） 

⺟乳実感哺乳びん 
プラスチック製 
（ミッキー柄） 

  
 

   
 
 
 
 
 
 

 

©Disney 
税込価格 160ml 1,836 円 

240ml 1,944 円 
160ml 1,944 円 
240ml 2,052 円 

発売⽇ 2016 年 3 ⽉ 7 ⽇ 
デザイン やさしく温もりが感じら

れる⼈気のアニマル
柄。男の⼦、⼥の⼦問
わず使えるデザイン。 

ポップな星をあしらった
デザインとユニークな
⾊合いの可愛らしいデ
ザイン。 

派⼿すぎず、カラフルでか
わいい、飽きのこないデザ
イン。 

ディズニーファン必⾒、鮮
度の⾼いミッキー＆ミニー
のデザイン。 

⺟乳実感
の特⻑ 

⾚ちゃんの哺乳運動で⼤切な３つの動き、「①吸着（きゅうちゃく）」・「②吸啜（きゅうてつ）」・「③嚥
下（えんげ）」を忠実に再現できることを⽬指して作った哺乳びん。⾚ちゃんがママのおっぱいを飲む時と同
じ⼝の動きができるので、スムーズに飲むことができます。 
① 広い⼝径で、乳⾸先端から乳輪部分にかけてなだらかな曲線でつないだ形状の乳⾸。お⼝の中に⼊

れるのがスムーズで唇の吸盤機能を促し、⾃然で適切な吸着を実現します（吸着(きゅうちゃく)）。 
② 従来よりも成⻑に合わせた適切なやわらかさを追求したシリコ－ンゴム製乳⾸。⾃然でなめらかな⾆

の波動運動ができます（吸啜(きゅうてつ)）。 
③ ⾚ちゃんの成⻑に応じた乳⾸の⽳サイズで、必要以上のミルクが出ることがなく、やさしくゆっくり飲むこ

とができます（嚥下(えんげ)）。 
④ 丸みのあるボトルは、⼿に持って⽀えやすく、転がりにくい「くびれ」のある楕円形状です。広⼝タイプな

ので洗いやすく調乳しやすい構造です。また、外出の時にも便利な軽くて割れにくいプラスチック製。 
 
＜参考情報＞ 
■⾚ちゃんが⺟乳を飲む、３つのステップ 
 ⾚ちゃんが⺟乳を飲む時は、⼤⼈がストローで飲み物を吸う時とはまったく異なる⼝の動きをしています。 
 まず、⼝を開け、唇を外に開いて乳房に唇を密着させます（吸着(きゅうちゃく)）。その状態で、ぜん動様運動と呼ば
れる⾆の波動運動によって乳⾸をしぼるようにして、⺟乳を引き出します（吸啜(きゅうてつ)）。最後に、⾆の根元が⼤
きく動いて、⺟乳を⾷道へと流し込みます（嚥下(えんげ)）。 
 この３つのステップがうまく協調することで、⺟乳を上⼿に飲むことができるようになります。 哺乳びんで飲む時にも、この
⾚ちゃん本来の哺乳運動を忠実に再現できることが⼤切です。 


